
W H I T E  PA P E R

S u n  U t i l i t y  C o m p u t i n g
～ネットワーク・コンピューティングの新たな時代へ～

Sponsored by: Sun Microsystems

松本　聡

June 2005

概要 

創業以来「The Network Is The Computer™」を標榜するサン・マイクロシステムズ

（Sun）は、最新のソリューションとして「ユーティリティ・コンピューティング」

を積極的に展開している。

Sunの「ユーティリティ・コンピューティング」に対する直接的な取り組みは、2002

年に発表された「N1™アーキテクチャ」となるが、1990年代半ばから Java™テクノ

ロジー、Sun Open Net Environment（Sun ONE）などオープン環境の推進を続け、次

世代のコンピューティング・プラットフォーム構築の基礎を築いている。また、

2003年から提供されている Sun Java Systemでは、ソフトウェア製品・サービス体系を

統合するとともに従業員単位による固定年額制（サブスクリプション方式）を導入

した。2004年にはサービスレベル改善を目標とした Sun Preventive Servicesによる予防

保守サービスの提供を開始すると共に、Sun Managed Services による ITインフラスト

ラクチャ・ライブラリ（ITIL）の促進を行っている。最近では、米国を中心に Sun

Gridにより、利用時間と利用量に応じた演算サービスやストレージサービスの提供

も始まりユーティリティ・コンピューティングの本格的な展開が始まっている。

調査内容

本レポートは、注目を集めるユーティリティ・コンピューティング・モデルを俯瞰

し、同モデルを積極的に展開する Sunのビジネスについて分析している。

ユーティリティ・コンピューティング とは

今日、ユーティリティ・コンピューティングは「電気、ガス、水道のように、必要

に応じて従量制（課金）により利用するコンピューティング・リソース」という概

念が広く普及している。しかし、この概念だけではユーティリティ・コンピューテ

ィングの本質を表わしきれていない。例えば、電気、ガス、水道には安定供給と長

期間変わらない品質が求められ、市場では変わらない品質を前提としたアプリケー

ション（電化製品、ガス機器など）の開発／製造・利用が行なわれている。一方、

ITは日進月歩の技術革新により性能・機能が飛躍的に向上し、ITリソースの性能比

価格は急激に低下している。さらには、企業を取り巻く市場環境の変化から IT化に

対する要求は拡大しており、変わらない品質だけでは無く、最適な製品・サービス

の利活用が重要となっている。IDCでは、ユーティリティ・コンピューティングを

サービスの視点から以下のように捉えている。

ユーティリティ・コンピューティング・モデル

IDCが定義するユーティリティ・コンピューティング・モデルには以下に挙げる特

徴がある。

 従量制：必要に応じて、コンピューティング・リソースや ITサービスを従量制

によって供給／利用する。
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 プラットフォームの共有：ユーティリティ・コンピューティングで利用される

ITインフラは複数アプリケーションによる共有使用を前提としている。そのた

め、ネットワーク、ハードウェア（システム／ストレージ）、OS／ミドルウェ

アは仮想化され、サービス提供者により運用・管理される。また、仮想化され

たリソースは、プロビジョニングにより利用者へ提供される。なお、SaaS

(Software as a Service)／ASPモデルでは、ITリソースが仮想化されないことがあ

る。

 IT 資産の所有：IDCのユーティリティ・コンピューティングでは、IT 資産の所

有者に特定の条件を付けていない。また、単一／複数の企業による ITインフラ

の利用モデルが存在する。従がって、企業が社内情報システムをユーティリテ

ィ・コンピューティング化し、事業・業務部門に提供することもある。また、

アウトソーシングとして扱うユーティリティ・コンピューティングでは、ITイ

ンフラ資産はサービスベンダーが所有し、運用・管理される。ITインフラの上

で稼動するアプリケーションは、ユーザーが所有することもある。

IDCでは、ITアウトソーシングを前提としたユーティリティ・コンピューティング・

モデルを以下の 2つに分類している。

1. SaaS(Software as a Service)：標準化されたアプリケーション機能を「1対多」型

で提供するモデル。

2. ユーティリティ・コンピューティング・サービス：

 "Public"モデル： サービスベンダーが所有する仮想化した ITインフラ（プラッ

トフォーム）を従量制により提供するモデル。基本的に、プラットフォームを

複数ユーザーで共有利用する。

 "Private"モデル：仮想化したプラットフォームを企業またはグループ内で利用す

るモデル。運用・管理はサービスベンダーが行なう。また、IT 資産はユーザー

企業が所有することがある。

ユーティリティ・コンピューティングの特徴は、急速に機能を拡大し複雑化を増す

ITと、変化を続けるビジネス環境を最適な効率で迅速に対応するソリューションで

ある。スピード経営と社内統合が重要となる現在、企業はこれまでのように事業・

業務部門主導において個別に IT化を進めることは、非効率であり、複雑化を助長し

運用・管理コストが増加し、市場環境変化への対応が遅れる懸念がある。ユーティ

リティ・コンピューティング・モデルを導入することにより、「初期投資リスクの

回避」「投資対効果の把握」「運用・管理コストの削減」「IT化拡充の迅速な対応」

を図ることが出きる。ユーティリティ・コンピューティングがもたらすユーザー企

業への価値は高いものであり、ITアウトソーシングにおいて重要なビジネスモデル

になると IDCは見ている。

今日、ユーティリティ・コンピューティングに必要とされるテクノロジー／ビジネ

ス基盤は整備されつつあるが、新しいビジネスモデルであるため同モデルが本格的

に普及するためには、数年の時間を有すると IDCは考える。しかし、企業の経営戦

略から見た場合、ユーティリティ・コンピューティング・モデル導入による効果は

大きい。ITアウトソーシング市場において、ユーティリティ・コンピューティング

は高い成長が期待され、将来的には重要なビジネスモデルになると IDCは予測する。



S u n ™  U t i l i t y  C o m p u t i n g

2004年、Sunは国内市場に対し Sun Utility Computingの提供を開始した。その提供

モデルは、「インソース型」「アウトソース型」に大別される。「インソース型」

はユーザー企業のデータセンター内にプラットフォームを設置し、ユーザー企業の

複数事業・業務部門が利用するモデルである。また、「アウトソース型」は Sunま

たは Sunのパートナーが運営するデータセンターにプラットフォームを設置し、単

独または複数のユーザー企業が利用する。「インソース型」は大規模なシステムを

必要とする企業に、「アウトソース型」は中小企業などにも対応するソリューショ

ンといえる。「インソース型」「アウトソース型」ともに、従来から提供してきた

キャパシティ・マネージメント・ソリューションまたは従量制による ITサービス、

Sun Preventive Servicesおよび Sun Managed Services による予防保守、コンサル

ティングと運用・管理サービスの提供が特徴となっている。Sunは、ユーティリテ

ィ・コンピュ－ティングを提供することにより、ユーザー企業におけるプラットフ

ォーム運用効率の向上、運用・管理コストの削減、初期投資リスクの回避、投資対

効果の最適化を図り、ビジネスの拡大を図っている。

Sun Utility Computing の特徴

Sunの提供するユーティリティ・コンピューティング・ソリューションには以下に

挙げる特徴がある。

 テクノロジー：Sunは、Sun Grid Engine、Sun N1 Service Provisioning Systemや Sun

Remote Services Net Connectに代表されるように、ユーティリティ・コンピュー

ティングを具現化するために必要な仮想化、統合、メータリング、自律化、プ

ロビジョニングなどテクノロジーを自己所有している。また、プラットフォー

ムの運用・管理やトレーニング・サポートに関わる実績を持ち、ユーティリテ

ィ・コンピューティング・モデルにおけるリーディングベンダーである。

 パートナーとの協業：Sunの有するテクノロジーや ITコンサルティング、運用・

管理能力は、ITインフラに対する優れたソリューションの提供が可能である。

また、業務コンサルティングや特定アプリケーションなど、業務遂行から見た

ITの最適利用に対する支援を望むユーザー企業も多く、業種・業務ソリューシ

ョンに最適化されたサービス提供が重要となっている。Sunはパートナー戦略に

より、Sunのホリゾンタル（ITインフラ共通）、パートナーのバーティカル（業

種・業務）分野の優位性を活かし、シナジー効果によってユーザー企業の経営

課題に対するソリューション化を図っている。また、ユーティリティ・コンピ

ューティングをベースとした ASP／ホスティング・サービスをパートナーより

提供し、中小企業やコンシューマ市場をターゲットとしたサービス提供を行な

っている。

 ファイナンス・サービス：Sun／Sun Microsystems Finance™／パートナーの提供す

るサービス体系は、従量制以外にもキャパシティ・マネージメント・ソリュー

ション、ソフトウェア・サービスのサブスクリプションモデルなど、ハード／

ソフト／サービスなど多岐に渡っている。また、既存の製品販売／リースも含

め柔軟な料金体系をとっており、ユーティリティ・コンピューティングと既存

システムの融合や、マイグレーションを容易にしている。例えば、ユーザー企

業が基幹サーバーを自社所有し、Webサーバー／データベースなど使用予測の

困難なシステムをユーティリティ・コンピューティングモデルで利用する。こ

のことより、ユーザー企業は自社の業務に合わせ、効率の高いシステム環境の

構築が可能であり、最適な投資を実現することが可能となる。
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Sun のビジネス機会と課題

これまでに述べてきたとおり、ユーティリティ・コンピューティングは、ユーザー

企業に多くの恩恵をもたらすモデルである。しかし、ユーザー企業がユーティリテ

ィ・コンピューティングを本格的に利用し効果を得るためには、いくつかの障壁が

ある。これまで、事業・業務毎にシステム構築を検討し、必要とされる IT化を実現

することが多かった。そのため、個別要件では適した IT化が行なわれたが、過剰投

資、ヘトロジニアスな環境による運用の複雑化、困難なシステム連携など多くの課

題を抱えることとなった。一方、ユーティリティ・コンピューティング・モデルで

は、前述のような課題を克服するが、コンピューティング・リソースが集約され、

その上でアプリケーションの活用が求められるため、情報システムの開発・運用・

管理だけではなく、業務・組織まで含めた IT 戦略の統合が求められる。さらには、

ITとビジネスを融合させた可視化された運用・管理が重要となる。新世代の IT化と

して、ユーティリティ・コンピューティングをいち早く提供する Sunは、多くのビ

ジネス機会を有する一方、既存システムからのマイグレーションに対しユーザー企

業の理解を深めるという大きな課題が存在する。また、可視化・運用能力の向上を

図るために、Services-oriented Architecture（SOA）／ITILの導入をより一層促進する必

要がある。さらには、ソフトウェアベンダー、システムインテグレーターとの連携

も重要となり、共通の IT基盤上で、効果的に稼動するシステム構築も求められる。

Sunは、国内市場においてパートナー戦略を軸にユーティリティ・コンピューティン

グ・モデルを展開しており、既存ビジネスと組み合わせることにより小規模案件か

ら対応している。黎明期にあるユーティリティ・コンピューティング市場において、

堅実な戦略を取っていると言える。

Sun Utility Computingは、Javaテクノロジー、OpenSolaris™など Sunのネットワーク・

コンピューティング戦略における集大成となりえるソリューションである。Sunは、

プラットフォーム製品、テクノロジーを自社で所有する強みと、オープン環境への

適用、パートナー協業など、ユーティリティ・コンピューティング・モデルにおけ

るリーディングベンダーとして確かな礎を築いていると、IDCでは見ている。
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